
 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習「木谷のよさ・なぞ発見」～西の谷：重松神社を探検～ 

西の谷にある重松神社に「木谷のよさ」を発見しに行きました。出発前に，子どもたちか

らは「七五三をする場所」「野球の勝利祈願をする場所」「お菓子まきをする場所」「掃除を

する場所」「おみくじを引いたり，お参りをしたりする場所」などの声があがりました。 

まず，到着したら，重松神社の大成宮司さんに，歴史や祭りごとについて説明をしていた

だきました。重松神社は，約６００年前に建てられた木谷地域の神社であるということです。

秋祭りでは，大名行列や巫女舞が行われ，木谷小学校の子どもたちも参加しています。ご神

体を見ることができるのは宮司さんだけで，万が一，火事が起きた時にはご神体をもって避

難されると話されました。また，重松神社を見守っている象，獅子，龍などが屋根や柱，瓦

などにいて，子どもたちはそれを一生懸命，探していました。 

一番，勉強になったことは，「祭り」の捉え

が，宮司さんと子どもたち・私では違うこと

でした。宮司さんが言われる「祭り」は，「神

様にお供え物をして，五穀豊穣・人々の幸せ

を願って，祝詞を詠むこと」であり，子ども

と私が考える「祭り」は，「お店が並んで，花

火があがり，神輿が練り歩く」などイベント

事がたくさんのイメージでした。宮司さん

は，常に「神様が喜ばれるか・どうか」を基

準にして，判断されるとのことでした。 

宮司さんのお話を聞いた後，子どもたちに

とっての重松神社は，「大切な場所」「お参り

ができる場所」「自分たちを守ってくださる

場所」などがあげられました。お話を聞くと，

今まで知らなかったことを学ぶことができ

ました。まだまだ，探検は続きます！木谷の

よさをもっともっと知っていきましょう。 
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